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・一人口の動き一

　6月1日現在
男　　　6．043人
女　　6，399人
計　 12442人　　　　り
世帯数　　2，608世帯

◎
り

、
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画
六
月
の
行
事

三
日
　
公
衆
衛
生
理
事
会

五
日
　
第
二
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日

　
　
　
郡
市
中
学
陸
上
競
技
大
会

九
日
　
木
材
引
取
税
の
会
議

十
日
　
社
教
・
公
民
舘
委
員
合
同
会
議

十
三
日
　
農
業
委
員
会

　
　
　
　
P
T
A
連
合
代
議
員
会

十
四
日
　
防
除
班
幹
部
講
習
会

＋
九
日

二
＋
日

二
圭
日

孝
四
日

二
圭
日

二
士
ハ
日

保
母
講
習
会

父
の
日

家
庭
の
日

小
学
校
連
合
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　
（
上
野
小
）

中
越
指
導
主
事
千
手
小
へ

小
中
学
校
学
力
調
査

郡
市
青
少
年
の
集
い

中
学
校
球
技
大
会

　
　
　
　
　
　
（
川
西
中
）

騨
二
爾
＝
＝
＝
＝
＝
＝
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＝
＝
＝
｝
＝
｝
＝
一
＝
＝
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＝
＝
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歯
の
衛
生
週
間

　
　
　
　
（
四
日
～
十
日
）

　
最
近
の
ム
シ
歯
調
査
の
結
果
か
ら
、

困
民
の
七
一
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
ム
シ
歯

に
侵
さ
れ
、
約
七
千
万
の
国
民
が
ム
シ

歯
持
ち
と
い
う
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ

ま
し
た
。

　
と
く
に
、
ム
シ
歯
は
、
歯
が
生
え
は

じ
め
て
か
ら
五
ン
七
年
以
内
に
急
激
に

幼
児
を
侵
し
尽
す
と
い
う
特
性
を
も
つ

て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
ム
シ
歯
の
処
置

状
況
は
き
わ
め
て
低
調
で
、
百

本
の
歯
あ
た
り
で
み
ま
す
と
、

乳
歯
は
約
一
本
、
永
久
歯
は
十

二
本
と
い
う
程
度
し
か
処
置
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

〈
V
週
間
の
標
語
「
よ
い
歯
で
、

よ
く
か
み
、
よ
い
か
ら
だ
」

　
「
書
籍
小
包
』

　
　
　
　
が
で
き
ま
し
た

　
四
月
｝
日
か
ら
、
料
金
の
安
い
「
書

籍
小
包
」
が
で
き
ま
し
た
。

o
小
包
の
内
容
　
①
単
行
本
と
か
雑
誌

②
本
は
小
包
一
個
に
一
冊
、
た
だ
し
付

録
は
本
誌
と
あ
わ
せ
、
同
｝
題
号
を
つ

け
て
発
行
さ
れ
る
「
上
中
下
」
【
第
一

巻
～
第
十
巻
」
は
一
部
と
み
な
し
、
い

つ
し
ょ
に
入
れ
て
よ
い
。
③
重
さ
は
ニ

キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
、
。

o
包
装
　
①
な
か
み
が
み
え
る
よ
・
つ
に

上
部
を
一
部
分
開
い
て
お
く
。
②
郵
便

物
の
表
面
に
「
書
籍
小
包
」
と
書
く
。

o
料
金

　
二
百
五
十
グ
ラ
ム
ま
で
　
五
十
円

　
五
百
グ
ラ
ム
ま
で
　
　
　
七
十
円

　
一
キ
ロ
ま
で
　
　
　
　
　
九
十
円

　
一
、
五
キ
ロ
ま
で
　
　
　
百
十
円

　
ニ
キ
ロ
ま
で
　
　
　

百
二
十
円

あ
て
先
に
関
係
な
く
全
国
均
一
料
金
。

　
保
母
受
験
講
習
会
の

　
　
　
お
知
ら
せ

　
八
月
に
実
施
さ
れ
る
保
母
試

験
に
備
え
、
保
母
試
験
の
受
験

準
備
講
習
会
が
左
記
に
よ
り
行

な
わ
れ
ま
す
。
希
望
者
は
川
西

町
役
場
社
会
係
あ
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

o
場
所

　
新
潟
市
東
中
通
り
新
潟
日
報

　
ホ
ー
ル

O
受
講
資
格
　
年
令
、
学
歴
に
は
関
係

　
な
ノ
＼
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す

O
受
講
料
　
五
〇
〇
円

O
講
習
会
期
日

　
七
月
二
十
三
日
～
二
十
八
日
ま
で

o
申
込
期
日

　
七
月
＋
日
ま
で

　
こ
の
ほ
か
、
こ
ま
か
い
こ
と
は
社
会

係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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七
月
一
臼
現
在
解
、
、
全
悶
い
っ
せ
い
に
、
第
八
回
目
の
事
業
所
統
計
調
査
、
商

業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
勢
調
査
と
並
ぶ
も
っ
と
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
事
務
所

工
場
、
店
舗
、
飲
食
店
を
は
じ
め
学
校
、
病
院
、
神
社
、
寺
院
、
公
民
舘
に
い
た

七
月
百
繕
業
斯
囎
欄
難
耀
が

る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
事
業
所
、
商
店
を
も
れ
な
く
調
べ
、
都
道
府
県
、
市

町
村
別
の
事
業
所
並
ぴ
に
商
業
構
造
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

わ
が
国
の
産
業
、
経
済
発
展
の
諸
施
策
立
案
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
の
で

関
係
事
業
所
、
商
店
に
つ
き
ま
し
て
は
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
・
丈
、
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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最
近
、
広
い
地
域
の
青
年
た
ち
が
お

二
い
に
交
流
し
あ
う
機
会
が
少
な
い
よ

｝
つ
に
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
郡
市
の
青
年
が
共
同
生
活

を
と
お
し
て
親
睦
を
深
め
、
　
「
青
年
の

主
張
」
に
よ
っ
て
な
け
か
け
ら
れ
た
問

題
を
み
ん
な
で
、
考
え
語
り
あ
い
な
が
ら

山
．
劇
互
い
の
む
す
び
つ
き
を
深
め
て
い
く

た
め
左
記
の
よ
う
な
つ
ど
い
を
計
画
し

ま
し
た
、
ど
う
か
さ
そ
い
あ
っ
て
お
い

で
く
だ
さ
い
。

工
と
き
　
六
月
二
十
五
日
（
土
）
～
二

　
　
　
　
十
六
日
　
一
泊
二
日

2
と
こ
ろ
　
津
南
町
集
会
場
・
津
南
高

　
　
　
　
校

3
主
催
　
中
魚
沼
郡
十
日
町
市
社
会
教

　
　
　
　
育
振
興
会

4
主
管
　
中
魚
沼
郡
十
日
町
市
青
少
年

　
　
　
　
教
育
研
究
部
会

5
講
師
　
十
日
町
実
業
高
等
学
校

　
　
　
　
野
本
郁
太
郎
先
生

6
演
題
「
文
学
作
品
に
み
る
青
年
の
生

　
　
　
　
き
方
」

乞
経
費
　
参
加
者
一
名
　
二
百
円

＆
日
程

　
二
十
五
日
（
土
）

ニ
こ
ニ
ニ
　
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
リ
ニ
ニ
コ
ニ
ニ
ニ
ニ
　
ニ
ニ
ニ
ニ

町
章
と
町
の
う
た
を

き
め
て
は
：
：

　
川
西
町
が
誕
生
し
て
か
ら
こ
と
し
は

十
年
目
に
あ
た
り
、
記
念
行
事
も
い
ろ

い
ろ
と
計
画
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
聞
く
。

　
こ
の
行
事
の
中
に
、
い
ま
ま
で
町
づ

　
　
　
　
く
り
に
傾
注
し
忘
れ
ら
れ
て

硝　　　
い
た
「
町
章
」
と
「
町
の
う

　
　
　
た
」
を
町
内
か
ら
公
募
決
定

　
　
　
し
、
発
表
す
る
こ
と
を
ぜ
ひ

萌　　
　
加
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
朝
日
新
聞
の
「
え
ち
ご
の

　
　
　
昨
今
」
の
欄
に
県
内
の
市
町

村
が
毎
週
紹
介
さ
れ
、
百
数
回
に
及
ん

で
い
る
が
、
必
ず
そ
の
市
町
村
の
ヨ
是

が
冒
頭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
市
町
村
か
ら
出
さ
れ
る
諸
印
刷
物
、

物
品
等
に
も
こ
の
「
章
」
が
記
入
さ
れ

そ
の
市
町
村
が
一
日
で
わ
か
る
よ
う
に

　
午
後
汰
時
三
十
分
受
付

　
　
　
七
時
夕
食

　
　
　
八
時
　
青
年
の
主
張
発
衷
会

　
　
　
九
時
半
講
演

二
士
倉
（
日
）
．

　
午
前
六
時
　
起
床
・
体
操

　
　
　
七
時
朝
食

　
　
　
八
時
　
ハ
イ
キ
ン
グ
（
妻
有

　
　
　
　
　
　
高
原
～
沖
ノ
原
）

※
雨
天
の
場
合
は

　
　
　
　
　
筆
記
用
具
、
　
　
　
毛

　
　
　
　
　
布
、
洗
面
用
具
、
運
動
の

　
　
　
　
　
で
き
る
服
装

皿
申
込
み
　
六
月
二
十
口
ま
で
に
公
民

　
　
　
　
　
舘
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

＝
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＝
＝
儒
＝
＝
＝
＝
｝
＝
　
＝
＝
＝
＝
｝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝

表
わ
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
の
市
町
村
に

奉
職
し
哨
、
い
る
職
員
は
、
そ
の
バ
ツ
チ

を
胸
に
つ
け
、
常
に
自
覚
と
責
任
を
新

ら
た
に
勤
務
む
テ
、
い
る
。
こ
ん
な
の
を

見
る
に
つ
け
、
わ
が
川
西
町
に
も
ぜ
ひ

ほ
し
い
と
思
｝
つ
の
で
あ
る
。

　
　
「
町
の
う
た
」
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
「
か
わ
に
し
小
唄
」
も
あ
る
が
、
公

認
で
あ
る
と
か
な
い
と
か
と
聞
く
。
こ

の
際
、
こ
の
「
か
わ
に
し
小
唄
」
も
ふ

く
め
、
　
「
か
わ
に
し
の
う
た
」
を
公
募

し
、
お
ど
り
も
作
っ
て
披
露
し
、
盆
お

ど
り
な
ど
に
も
、
よ
そ
の
民
謡
だ
け
で

過
ご
す
こ
と
な
く
、
わ
が
川
西
町
の
う

た
を
中
心
に
お
ど
り
、
そ
し
て
町
民
の

だ
れ
も
が
こ
と
あ
る
た
び
に
う
た
い
、

楽
し
め
る
「
川
西
町
の
う
た
」
が
で
き

る
こ
と
を
望
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
町
民
）

9．

携
行　　・

品　　 十十十
　三一二時　 八
筆時時時半時時

分
科
会

全
体
の
話
し
合
い

軽
ス
ポ
ー
ツ

昼
食

フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス

解
散

　
　
　
シ
ー
ツ
、

ノ
o

　
　
八
チ

ζ／へ1

ζ　　、、

炉・『隷配

露
‘

隻

つ
　
ゆ

梅
雨
ど
き

の
健
康
（
↓

　
　
　
ま
ず

　
　
　
バ
イ
キ
ン
を

　
　
　
の
せ
て
く
る

　
　
　
害
虫
退
治

　
　
　
を
…
…
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　　　・＝近代的農業経営技術を学びましよう＝　　　　鶏誕
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農
業
振
興
の
に
な
い
て
た
る
中
堅
農

村
青
少
年
の
自
主
的
な
集
団
活
動
の
促

進
と
、
近
代
的
な
農
業
経
営
に
必
要
な

生
産
技
術
の
研
修
が
、
部
門
ご
と
に
県

の
専
門
技
術
員
や
学
識
経
験
者
を
講
師

多実施計画生産昭和41
遡目 時 日 会　　場 研修内容 対

水　田　作 6月　旬 6 50 センター 水　　団 男・

酪　　　農 7　　旬 7 30 センター 術と 男・女
蚕 8 5 五　　　￥　　・願 蚕 ●

1　　旬 0 センター と ●

女　忽ム　術 11　　旬 7 乙0 〃 、衣、食 女

6 50 〃 養豚　　と ・女

施設園芸 2月　旬 6 30 〃 ハウス 男・女
2　　旬 30 の　家

と
し
て
、
別
表
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
ま

す
か
《
、
希
望
者
は
産
業
課
ま
で
お
問

い
流
わ
せ
く
だ
さ
い
．

　
参
加
任
，
令
は
原
則
と
し
て
十
六
才
か

ら
二
十
五
才
ま
で
て
す
が
、
詳
細
は
せ
．

の
と
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
産
業
課
）
、

X
線
間
接
撮
影
が

　
　
　
　
は
じ
ま
り
ま
す

　
こ
と
し
も
六
、
七
バ
月
に
全
町
を
廻
わ

っ
て
、
間
接
撮
影
を
実
施
し
ま
す
。

　
期
日
と
場
所
は
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
が
、
個
人
通
知
票
の
行
か
な
い

人
も
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

上
　
事
業
場
で
働
い
て
い
る
人
は
事
業

　
主
が
責
任
を
も
つ
て
行
な
う
こ
と
に

　
な
っ
て
い
ま
す
。
少
人
数
の
た
め
事

　
業
場
で
実
施
で
き
な
い
事
業
所
は
町

　
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

且
　
高
校
、
中
学
、
小
学
校
、
幼
稚
園

　
は
学
校
等
で
行
な
い
ま
す
。

a
　
対
象
者
は
小
学
校
入
学
前
の
者
を

　
の
ぞ
き
、
学
校
を
卒
業
し
た
人
全
部

　
で
す
。

4
　
胸
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
て
も
知

　
ら
な
い
で
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す

　
か
ら
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
発
病

　
者
の
発
見
は
毎
年
受
け
な
い
人
に
多

　
く
治
療
が
手
遅
れ
に
な
っ
て
い
ま
す

5
　
推
進
員
の
万
は
町
内
（
部
落
）
に

　
受
け
な
い
人
の
な
い
よ
う
に
指
導
し

　
て
く
だ
さ
い
。

赤
痢
予
防
に
手
洗
い
の

励
行
を
し
ま
し
よ
う

　
赤
痢
と
聞
い
て
、
ま
た
川
西
町
か
、

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
名
取
り
町
も
、
こ

の
二
、
三
年
減
少
し
て
ほ
っ
と
し
た
気
持

て
す
。
し
か
し
油
断
は
禁
物
、
次
の
事

を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

工
　
健
康
を
保
ち
、
病
気
に
負
け
な
い

　
体
力
を
作
り
ま
し
ょ
・
つ
。

②
　
外
出
を
し
て
鼎
っ
た
ら
必
ず
手
洗

ユ4
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
6
、
あ
い
の
悪
い
と
き
は
早
期
診
断

し
て
ま
ち
が
い
の
な
い
手
当
を
し
ま

し
ょ
う
。

，
擬
所
の
手
洗
器
は
飾
り
物
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

5
　
全
町
が
一
丸
と
な
り
、
赤
痢
ゼ
ロ

　
の
町
を
目
標
に
進
み
ま
し
ょ
う
。

「
家
庭
の
日
－
」
に
関
す

る
作
文
、
図
画
、
写
真
募
集

　
県
で
は
、
毎
月
第
三
の
日
曜
日
を
蒙

庭
の
日
」
と
定
め
、
一
月
か
ら
実
施
を

呼
ぴ
か
け
て
い
る
が
、
す
で
に
数
回
の

「
家
庭
の
日
」
を
実
施
し
た
の
で
作
文

図
画
、
写
真
を
募
集
し
て
、
そ
の
体
験

感
想
、
実
践
状
況
を
広
く
県
民
に
紹
介

し
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
運
動
の
普
及

を
は
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

L
応
募
資
格
　
県
内
在
住
者
に
限
る

2。

応
募
方
法

　
ω
作
文
（
一
般
の
部
は
感
想
文
、
体

験
文
な
ど
）
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

以
内
、
た
て
書
き
。
題
目
の
下
に
児
童

生
徒
は
町
、
学
校
、
学
年
氏
名
を
、
一

般
は
住
所
、
職
業
、
年
令
、
氏
名
を
明
記

　
＠
図
画
、
四
つ
切
り
判
（
3
6
㎝
×
訂

㎝
）
裏
の
右
側
に
た
て
書
き
で
町
、
学

校
、
学
年
、
氏
名
を
明
記
す
る
乙
と
。

＠
写
真
　
四
つ
切
り
判
（
餌
㎝
×
30

㎝
）
ネ
ガ
フ
イ
ル
ム
を
同
封
す
る
乙
と

ユ
し
め
切
り
　
昭
和
四
十
一
年
七
月
三

十
一
日
、
午
後
五
時
必
着
。

4
送
り
先
　
新
潟
市
学
校
町
一
新
潟
県

民
生
部
青
少
年
対
策
室

5
入
選
発
表
　
八
月
二
十
三
日
付
県
報

に
告
示
す
る
ほ
か
入
賞
者
に
通
知
す
る

6
表
彰

ω
作
文
優
秀
賞
五
点
　
入
賞
二
〇
点

　
㈲
図
画
優
秀
賞
四
点
　
入
賞
一
六
点

＠
写
真
優
秀
賞
一
点
　
入
賞
一
〇
点

に
知
事
賞
な
ら
ぴ
に
賞
品
を
贈
る

　
　
　
辺
　
　
迎
　
　
濃

あ
る
親
子
げ
ん
か

　
　
山
深
い
あ
る
部
落
に
お
き
た
話
、
ふ

　
だ
ん
は
仲
む
つ
ま
じ
い
の
に
、
め
ず
ら

　
し
く
大
げ
ん
か
し
た
親
子
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
家
は
水
田
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
耕
す

　
純
農
家
だ
っ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
、

　
挙
家
離
村
し
た
人
の
水
田
五
ア
ー
ル
を

　
捨
て
値
と
同
様
の
価
格
で
入
手
し
た
。

　
け
ん
か
の
原
因
は
、
そ
の
水
田
を
ど
う

　
活
用
す
る
か
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

　
　
こ
こ
の
オ
ト
ト
は
、
文
字
ど
お
り
水

　
の
み
百
姓
の
長
男
に
生
ま
れ
、
小
さ
い

　
と
き
か
ら
、
そ
の
村
の
ダ
ン
ナ
様
の
作

　
男
と
し
て
ま
じ
め

に
奉
公
し
た
。
そ
れ

．
が
縁
で
水
田
を
小
作
し
て
い
た
が
、
戦

　
後
に
な
っ
て
農
地
解
放
を
受
け
た
苦
労

　
人
だ
と
い
う
、
以
来
、
堅
実
な
自
作
農

一
と
し
て
よ
く
働
き
、
そ
の
か
い
あ
っ
て

　
暮
ら
し
も
ラ
ク
に
な
り
、
家
族
ぐ
る
み

第
十
六
回
郡
市
中
学
校
　
　
　
年
四
百
米
リ
レ
i
、
四
位
川
西
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
上
競
技
大
会
成
績
▽
女
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
米
　
一
位
　
平
野
幸
枝
（
川
西
中
）

　
五
日
　
於
吉
田
中
学
校

▽
男
子

二
百
米
　
三
位
川
上
奮
代
志
（
川
西
中
）

四
百
米
　
六
位
若
山
悟
（
川
西
中
）
、

八
百
米
三
位
羽
鳥
一
徳
（
橘
中
）
六

位
井
上
吉
一
（
川
西
中
）
、
八
百
米
リ

レ
…
　
五
位
川
西
中
、
八
十
米
ハ
ー
ド

ル
　
四
位
清
水
彰
（
川
西
中
）
五
位
上

村
彰
男
（
川
西
中
）
、
三
種
競
技
三
位

池
竹
広
（
橘
中
）
五
位
丸
山
秋
男
（
橘

中
）
、
走
高
と
ぴ
　
二
位
数
藤
厚
士
、

走
巾
と
ぴ
　
四
位
上
村
栄
一
（
川
西
中
）

六
位
清
水
進
（
川
西
中
）
、
三
段
と
ぴ

一
位
上
村
栄
一
（
川
西
中
）
四
位
田
村

良
二
（
仙
田
中
）
、
砲
丸
投
六
位
数
藤

厚
士
（
川
西
中
）
、
ジ
ユ
ニ
ア
一
、
二

二
百
米
　
一
位
　
平
野
幸
枝
（
川
西
中
）

四
百
米
リ
レ
ー
　
一
位
　
川
西
中
、
六

位
　
仙
田
中
　
三
種
競
技
　
二
位
　
戸

田
澄
江
（
川
西
中
）
　
走
巾
と
び
　
一

位
　
星
名
純
子
（
仙
田
中
）
　
三
位

平
野
洋
子
（
川
西
中
）
、
走
高
と
ぴ
二

位
小
林
伸
江
（
仙
田
中
）
、
砲
丸
投
二

位
保
坂
久
美
子
（
白
倉
中
）
六
位
北
村

文
子
（
川
西
中
）

　
　
　
×
　
　
×
　
　
×

　
つ
ゆ
ど
き
に
な
る
と
く
み
と
り
便
所

の
臭
気
が
と
く
に
ひ
ど
く
な
る
も
の
で
、

す
。
夏
み
か
ん
の
皮
を
き
ざ
ん
で
い
れ

て
お
ノ
・
、
と
だ
い
ぶ
防
げ
ま
す
。
ま
た
キ

リ
の
葉
を
き
ざ
ん
で
い
れ
て
も
効
果
が

あ
る
よ
う
で
す
．
、
お
た
め
し
く
だ
さ
い

の
営
農
ぶ
り
が
村
中
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
た
。
こ
よ
な
く
土
地
を
愛
し
、
ど
ん

な
に
悪
い
場
所
で
も
、
た
と
え
わ
ず
か

で
も
、
自
分
の
耕
地
が
ふ
え
る
こ
と
に

満
足
し
ゲ
、
や
ま
な
い
人
で
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
わ
け
で
、
こ
ん
ど
手
に
入
れ

た
わ
ず
か
の
水
田
に
も
な
み
な
み
な
ら

ぬ
闘
志
を
わ
か
せ
、
前
の
耕
作
者
よ
り

も
収
量
を
あ
げ
よ
う
と

張
り
切
っ
て
い
た
。
乙

と
の
お
こ
り
は
、
五
月

も
終
わ
り
に
近
い
あ
る
・

日
、
オ
ト
ト
が
そ
の
田
の
あ
ぜ
ぬ
り
に

着
手
し
た
と
き
に
は
じ
ま
る
。
ふ
だ
ん

は
お
と
な
し
い
ア
ン
サ
が
、
そ
の
日
に

か
き
っ
て
も
う
れ
つ
に
く
い
つ
い
た
。

　
オ
ヤ
ジ
て
ば
、
お
前
さ
ん
、
こ
の
田

を
本
気
で
作
る
気
か
い
。

　
そ
う
だ
こ
て
や
、
だ
す
け
、
こ
う
し

て
あ
ぜ
ぬ
り
し
て
ら
ん
だ
せ
。

　
オ
ラ
あ
、
前
か
ら
言
お
う
言
お
う
と

思
っ
て
た
ん
だ
ど
も
、
そ
の
田
を
作
ら

ん
な
止
め
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
ぜ
。

　
　
な
し
た
と
、
な
ぜ
だ
や
。

　
だ
い
い
ち
、
こ
ん
げ
の
日
当
た
り
の

悪
い
ど
こ
は
手
問
ば
っ
か
く
っ
て
損
だ

ぜ
。
車
も
通
ら
ね
え
、
遠
く
っ
て
こ
こ

ま
で
来
る
が
ん
に
一
時
間
半
も
か
か
る

米
を
売
つ
た
ゼ
ニ
よ
り

手
間
の
ほ
う
が
倍
か
か

る
ぜ
。
そ
れ
よ
っ
か
、

そ
の
手
聞
を
ト
ウ
ド
に

出
た
ほ
う
が
得
だ
こ
っ
つ
お
。

　
は
ち
め
、
、
ナ
は
こ
の
田
を
ど
う
し
る

て
が
ん
だ
や
、
ほ
か
に
何
が
で
き
る
。

　
こ
ん
っ
な
ど
こ
、
ほ
げ
っ
か
ま
わ
ん

で
け
ぱ
、
黙
っ
て
い
て
も
ヨ
シ
が
生
え

る
。
そ
の
ヨ
シ
を
取
っ
て
春
ん
な
っ
て

売
る
と
、
左
官
屋
が
来
て
ヒ
ト
シ
メ
千

四
百
円
で
競
争
で
買
っ
て
い
ぐ
ぜ
。

　
じ
や
、
こ
の
下
の
田
は
ど
う
し
る
気

だ
。
ヨ
シ
な
ん
か
生
え
ね
え
ぞ
。

　
そ
こ
は
水
ハ
ケ
が
悪
い
す
け
、
コ
イ

を
飼
い
ば
い
“
ぜ
、
値
が
い
い
と
。

　
バ
ケ
ロ
ウ
、
そ
ら
ノ
メ
シ
て
ん
ど
う

そ
ん
っ
な
バ
チ
あ
た
り
の
こ
と
が
で
き

る
ん
だ
な
、
ゼ
ニ
に
な
ろ
う
が
な
る
ま

い
が
、
百
姓
が
田
を
ぶ
ち
ゃ
る
な
ん
て

こ
た
あ
先
祖
様
に
申
し
わ
け
ね
え
ε
。

　
乙
の
話
、
人
ご
と
で
な
い
。
ア
、
ノ
サ

の
言
う
こ
と
は
も
っ
と
も
だ
が
、
こ
の

家
を
こ
こ
ま
で
発
展
さ
せ
た
の
は
オ
ト

ト
、
そ
れ
を
忘
れ
て
、
、
い
ち
が
い
に
頭

が
古
い
と
き
め
つ
け
て
は
な
る
ま
い
。

か
と
い
っ
て
、
オ
ト
ト
の
考
え
を
ア
、
ノ

サ
に
押
し
つ
け
て
も
な
ら
ぬ
。
ひ
と
つ

オ
ト
ト
が
ど
う
し
よ
う
と
干
渉
し
な
い

で
、
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
で
、
喜
ば
せ
て

や
る
か
。
そ
れ
と
も
、
ア
ン
サ
の
思
い

ど
お
り
に
や
ら
せ
て
み
る
と
す
る
か
。
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郡
市
社
教
振
興
会
編

　
　
　
「
青
年
の
主
張
」

　
　
　
　
　
　
　
県
農
業
会
議
　
野

　
進
展
す
る
他
産
業
に
く
ら
べ
て
、
と

か
く
立
ち
遅
れ
が
ち
な
農
業
、
そ
の
な

か
に
も
、
も
っ
と
も
恵
ま
れ
な
い
山
村

へ
き
地
の
農
業
に
自
分
の
将
来
を
託
し

て
生
き
よ
う
と
す
る
青
少
年
の
悩
み
、

不
安
そ
し
て
期
待
と
い
っ
た
も
の
が
、

ど
の
文
章
の
中
に
も
強
く
読
者
の
胸
に

訴
え
る
も
の
が
あ
る
鵡

　
最
悪
に
近
い
条
件
の
な
か
に
生
き
る

だ
け
あ
っ
て
、
浮
薄
さ
が
な
く
、
自
分

の
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
真
剣
に
考
え
て

生
き
て
い
る
こ
と
は
人
問
に
と
っ
て
経

験
に
よ
っ
て
得
た
最
も
大
切
な
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
環
境
に
打
ち
勝
っ

て
ほ
し
い
と
思
｝
つ
。

　
貧
乏
人
は
夢
が
あ
る
と
い
う
が
す
べ

て
に
不
足
勝
ち
な
皆
さ
ん
に
は
、
恵
ま

れ
た
人
た
ち
よ
り
も
、
も
っ
と
も
っ
と

大
き
な
夢
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
夢
な

り
希
望
な
り
が
、
文
章
の
中
に
具
体
的

に
あ
る
い
は
象
徴
的
に
表
現
さ
れ
て
い

る
が
、
現
在
は
考
え
て
い
る
段
階
で
あ

っ
て
も
あ
る
時
に
こ
れ
を
実
行
に
移
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
に
は
恵
ま
れ
な
い
地
帯
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
乙
に
住
む
人
た
ち
の

創
意
や
工
夫
、
ま
た
努
力
に
よ
っ
て
は

随
分
と
住
み
よ
い
村
や
、
家
庭
環
境
を

作
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

　
そ
の
た
め
に
は
一
人
一
人
が
自
分
な

り
の
し
っ
か
り
し
た
ビ
ジ
ヨ
、
ノ
を
も
つ

こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば

農
家
個
々
が
自
分
の
力
で
解
決
で
き
る

問
題
点
な
り
、
ま
た
共
同
の
力
で
な
け

れ
ぱ
や
っ
て
ゆ
け
な
い
間
題
な
り
、
国

な
り
県
な
り
の
力
を
か
り
な
け
れ
ば
で

を
読
ん
で

　
　
村
　
英
　
　
一
　
郎

き
な
い
問
題
な
ど
を
具
体
的
に
把
握
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
．

　
い
ま
か
ら
で
も
解
決
で
き
る
簡
単
な

問
題
か
ら
始
ま
っ
て
一
つ
一
つ
の
問
題

を
と
き
ほ
ぐ
し
て
ゆ
く
努
力
が
大
切
だ

と
思
う
。

生
産
と
生
活
を

区
分
し
た
家
庭
づ
く
り

　
「
文
化
と
は
人
間
が
つ
く
り
だ
す
こ

と
で
あ
っ
て
、
政
治
と
は
人
か
ら
与
え

ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
自
ら
が
つ
か
み

と
る
こ
と
だ
」
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き

り
自
覚
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
家
庭
に
お
い
て
は
、
生
産
と
生

活
を
は
っ
き
り
と
区
分
し
て
ゆ
く
こ
と

が
、
と
か
く
単
調
に
流
れ
が
ち
な
農
村

生
活
を
、
も
っ
と
う
る
お
い
の
あ
る
も

の
に
し
て
ゆ
く
要
因
だ
と
い
う
こ
と
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
間
題
の
一

つ
だ
と
い
う
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
き

た
い
。

　
日
ご
ろ
尊
敬
し
て
い
る
星
名
大
兄
か

ら
、
こ
の
働
く
青
少
年
の
文
集
を
読
ん

で
感
想
を
書
け
と
い
わ
れ
、
弱
っ
た
こ

と
に
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し

読
み
は
じ
め
る
と
物
の
考
え
方
の
真
剣

さ
、
し
っ
か
り
し
た
働
く
態
度
と
い
っ

た
も
の
に
何
か
引
き
込
ま
れ
て
ゆ
き
ま

し
た
。

　
織
物
工
場
で
働
い
た
あ
と
の
疲
れ
た

手
、
農
作
業
f
、
節
く
れ
立
っ
た
手
に
ぺ

、
ノ
を
握
り
、
原
稿
用
紙
に
向
っ
て
い
る

真
剣
な
姿
を
思
い
う
か
べ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
坐
り
な
お
し
て
読
ま
な
け
れ

ぱ
と
思
い
ま
し
た
。
ボ
ー
リ
、
ノ
グ
、
パ

チ
ン
コ
、
キ
ヤ
バ
レ
ー
な
ど
で
遊
ぴ
ふ

け
っ
て
い
る
都
会
の
青
年
た
ち
に
読
ま

せ
て
や
り
た
い
く
ら
い
で
す
。

　
「
文
は
人
な
り
」
と
い
い
ま
す
が
、

乙
こ
で
は
文
の
上
手
、
下
手
は
問
題
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
文
を
書
く
と
い
う
こ

と
は
自
分
の
考
え
を
明
ら
か
に
す
る
乙

と
が
で
き
ま
す
。

　
魚
沼
の
青
年
が
、
工
場
に
、
田
畑
に

家
庭
に
、
そ
れ
ぞ
れ
真
剣
に
生
き
て
い

る
態
度
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
決
っ
た
都
会
の
空
気
に
い

た
ず
ら
に
あ
こ
が
れ
ず
、
社
会
の
一
つ

の
大
事
な
歯
車
と
し
て
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
歯
車
と
し
て
生
き
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
読
ま
せ
て
頂
い
た
こ
と
を
感
謝
し
ま

す
。
　
（
全
国
農
業
新
聞
「
新
潟
版
」
編

集
長
）

料
　
　
料
　
黄
色
い
血
液
追
放
に
か

辮
て
辮
わ
っ
て
献
血
運
動
が
進
め

料
い
纏
ら
れ
て
お
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　

料
つ
料
　
最
近
交
通
事
故
や
、
大

料
プ
隔
料
手
術
に
欠
く
こ
と
の
で
き

＊
壱
＊

翻
動
襟
甜
灘
赫
鴬
縫

慧
響
は
な
い
）
病
院
で
も
手

辮
血
禦
羨
用
し
た
分
は
近
親

料
献
讐
力
ら
返
し
活
ら
う
等

紳
　
　
料
い
ろ
い
ろ
な
急
場
し
の
ぎ

を
し
て
お
り
ま
す
。
健
康
な
人
は
進
ん

で
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一
人
二
〇
〇
C
C
採
血
し
て
も
身
体
に

は
異
状
は
な
く
、
働
く
こ
と
に
は
さ
し

つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
七
月
中
旬
に
、

採
血
車
「
ゆ
う
あ
い
号
」
が
来
る
予
定

で
す
。
黄
色
い
血
の
追
放
と
献
血
に
ひ

と
り
で
も
多
く
協
力
し
、
明
る
い
社
会

を
作
る
た
め
に
、
血
液
が
不
足
し
て
手

術
の
で
き
な
い
人
を
助
け
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
献
血
の
申
出
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
記

　
採
血
車
「
ゆ
・
つ
あ
い
号
」
が
来
る
予

定
期
日
　
　
七
月
中
旬

一
人
採
血
量
　
二
〇
〇
£
C

申
出
期
間
　
七
月
十
日
ご
ろ
ま
で
に

◎
今
ま
で
に
、
急
を
要
し
た
た
め
に
役

場
職
員
の
献
血
で
手
術
を
受
け
、
命
を

と
り
と
め
た
人
が
町
内
に
も
数
人
お
り

こ
れ
ら
の
人
は
み
ん
な
元
気
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
献
血
者
数
は
延
五
十
人

に
も
及
び
ま
す
．
｛
社
会
係
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
生
係

地
区
別
担
任
を

　
　
　
業
務
別
担
当
に
〃

　
い
ま
ま
で
、
地
区
別
に
受
け
持
っ
て

い
た
保
健
婦
業
務
の
制
度
を
、
六
月
一

日
か
ら
は
、
保
健
婦
各
人
が
、
業
務
別

に
そ
れ
ぞ
れ
受
け
持
っ
て
活
動
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
次
の
区
分
で
担
当
の
保
健

婦
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

O
和
田
保
健
婦
の
担
任
内
容

　
　
結
核
。
成
人
病
・
栄
養
。
精
神
病

　
　
一
般
疾
病
予
防
等
の
関
係

O
関
口
保
健
婦
の
担
任
内
容

　
　
乳
幼
児
関
係
（
育
成
・
養
育
・
療

　
　
育
医
療
及
び
ミ
ル
ク
支
給
な
ど
を

　
　
含
む
）

0
高
橋
保
健
婦
の
担
任
内
容

　
　
妊
産
婦
関
係
（
妊
娠
中
毒
、
　
家

　
　
族
計
画
・
新
婚
学
級
を
含
む
）

地
区
別
に
定
例

　
　
　
相
談
日
を
設
定
〃

　
あ
た
ら
し
い
担
任
制
度
の
た
め
に
、

保
健
婦
は
、
役
場
内
の
国
保
衛
生
課
に

常
時
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、
地
区
ご
と

に
定
例
相
談
日
を
設
け
て
、
当
日
は
、

支
障
の
な
い
限
り
保
健
婦
全
員
が
出
向

い
て
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
い
そ
が
な
い
相
談
な
ど
に
十
分
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
地
区
別
の
定
例
日
は
、
毎
月
次
の
日

繍
瀧
諦
辮
騨
燃
謙
襯
漁
。
轄
燃
．
螂
欝
一

．
難
籔
勲

を
基
準
と
し
ま
す
が
、
土
曜
。
日
曜
・

祭
日
な
ど
と
業
務
上
の
支
障
の
あ
る
と

き
は
変
更
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
後
は

毎
月
、
そ
の
月
の
相
談
日
を
「
広
報
か

わ
に
し
」
で
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に

各
地
区
の
相
談
場
に
掲
示
い
た
し
ま
す
。

　
地
区
別
健
康
相
談
定
例
日

千
手
地
区
（
役
場
保
健
室
）

　
　
　
毎
月
　
十
日
、
二
十
五
日

上
野
地
区
（
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
毎
月
　
五
日
、
二
十
日

橘
地
区
（
橘
出
張
所
）

　
　
　
毎
月
　
一
日
、
十
五
日

仙
田
地
区
（
仙
田
出
張
所
）

　
　
　
毎
月
　
七
日
、
二
十
二
日

　
各
地
区
と
も
に
午
後
｝
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
と
す
る
。

六
月
の

　
千
手
地
区

　
上
野
地
区

　
橘
地
区

　
仙
田
地
区

相
談
日

　
二
＋
七
日

　
二
＋
日

　
＋
五
日

　
二
＋
三
日

　
右
の
定
例
日
以
外
に
は
、
電
話
等
で

役
場
に
在
否
を
た
し
か
め
て
相
談
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
．

◎
保
健
婦
は
、
三
階
事
務
室
に
い
ま
す

　
か
ら
、
ご
用
の
方
は
三
階
に
お
い
で

　
く
だ
さ
い
。

千
手
郵
便
局
か
ら

　
平
素
、
郵
便
貯
金
の
ご
利
用
に
つ
き

ま
し
て
は
格
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
た
郵
便
貯

金
は
、
大
蔵
省
資
金
運
用
部
を
通
じ
て

地
方
へ
還
元
さ
れ
、
市
町
村
の
教
育
施

設
や
道
路
、
橋
、
病
院
、
住
宅
の
建
設

を
は
じ
め
、
農
林
漁
業
の
災
害
復
興
資

金
な
ど
の
公
共
事
業
に
融
資
さ
れ
郷
土

の
繁
栄
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

　
新
し
い
千
手
郵
便
局
舎
も
、
お
か
げ

さ
ま
で
七
月
下
旬
に
新
築
落
成
の
は
こ

ぴ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
記
今
心

し
て
「
局
舎
新
築
記
念
郵
便
貯
金
増
強

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
安
全
。
無

税
。
高
率
の
郵
便
貯
金
に
ゼ
ヒ
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

勃
藩
璽
裾
献

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
　
渓
　
　
　
舟

苗
代
の
色
の
深
ま
り
五
月
晴

夜
を
落
つ
る
水
音
高
し
春
の
沢

　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
　
翠
畝

遠
足
の
子
ら
の
青
葉
に
見
え
か
く
れ

身
軽
さ
も
手
捌
き
も
よ
し
田
植
の
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
　
名
　
子

茶
つ
み
賃
き
ま
ら
ず
茶
つ
み
進
み
を
り

入
梅
空
に
遠
く
か
た
ま
り
ネ
オ
ン
の
灯

　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
　
凡
石

乳
母
車
花
菜
の
小
径
辿
り
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
　
南
　
風

十
薬
の
な
だ
た
る
如
し
崖
の
家

杉
木
立
う
つ
然
と
し
て
梅
雨
の
月

藩
を
動
か
し
深
く
逃
げ
し
も
の

芝
ざ
く
ら
咲
き
周
り
家
新
し
き




